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Originator Profile
がなぜ必要なのか
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■偽・誤情報、偽サイトによる知的財産権侵害、経済的損失、社会不安

■運用型広告の仕組みを悪用したアドフラウド、MFAによる経済的損失

■広告が望まないサイトに掲載されることによるブランド毀損

■フィッシング詐欺、なりすましによる権利利益侵害、経済的損失

■生成AＩの普及により、偽・誤情報はより巧妙かつ精緻に

インターネット空間で信頼性を毀損するリスクが急増

記事や広告などの情報、メディア全体の信頼性が毀損されている
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ブラウザーにOPボタンを実装・OP情報を表示
OP技術がブラウザに標準搭載（もしくは拡張機能として搭載）された場合の開発イメージ

改竄のない正規記事で
ある検証をし、サイト
運営者と記事発行者の
情報を表示
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OP技術がブラウザに標準搭載（もしくは拡張機能として搭載）された場合の開発イメージ

偽情報の場合、これら
の発行・認証情報が表
示されない

ブラウザーにOPボタンを実装・OP情報を表示
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記事の流通イメージ

拡散しよう

フェイクニュースを
流そう

感染者が徐々に減ってきたな

東京都で新たに１００万人コロナ感染・・・全国的に
感染大爆発 News Mediaが発出した

証拠がつかない

※ X社などSNS各社の協力が前提

※ 配信先企業の協力が前提

News Media 
OP

※ 現時点の想定

SNS

SNS

News Aggregator

News Media News Media

News Media

News Media
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デジタル広告市場に参加する事業者が、OPを利用して取引相手の検証をしたうえで広告取引をするこ
とで、ブランドセーフティリスクの軽減、アドフラウドの排除、市場の透明性向上など、現在のデジ
タル広告のビジネスモデルの改善を期待

広告主 DSP* SSP* 悪意ある
メディア

ユーザー

取引が

成立しな
い

①広告発注
・予算
・期間
・ターゲット

②入札・落札 入札依頼3
入札依頼

・最低単価
・ユーザー属性

2

ページアクセス1

発行者が確認可能
な状態

OPIDに
よる確認

OPIDに
よる確認OPメディア

指定発注
OPIDなし

OPサーバーOP登録依頼、OPID発行

広告が掲載されない

デジタル広告の流通にOPを活用
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第三者機関とも協力し、情報の信頼性を確保

■OP技術を使って、主要な業界団体への所属や、認証機関による認証情報の真
正性を検証することで、信頼できる発信者と、そうでない発信者を区別するこ
とができる

■OPの役割を憲章などで成文化しながら、適正な利用について審査する外部機
関の設置なども検討している



OP 技術研究組合 CONFIDENTIAL

日本発の技術として国際標準･ブラウザ標準搭載を目指す

13

村井純: OP CIP理事長、Board Director W3C 

■インターネットに関する仕様の国際標準化団
体「World Wide Web Concortium (W3C) 」
に技術提案を行い、主要ブラウザ（Safari, 
Chrome, FireFox等）に標準機能として搭載す
ることを目指す
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普及に向けた取り組み
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2023年7月1日付 読売新聞朝刊1面

2023年8月3日付
読売新聞朝刊1面

「G7群馬高崎デジタル･技術大臣会合 デジタル技術展」
出展（2023年4月28日-30日、Gメッセ群馬）

WAN-IFRA「第74回世界ニュースメディア大会」
（2023年6月30日、台北）での講演
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国際標準化に向けた取り組み
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W3C（World Wide Web Consortium）への加盟

年次総会（TPAC 2024）でのセッション（24年9月）
• ウェブ技術の標準化団体「W3C」の年次総会において、OP紹介のセッショ

ンを実施。GoogleやBBCをはじめ36人が参加し、活発な質疑応答が行われ
た。高い関心が寄せられ、開発及び実装状況の共有を約束した。

• W3Cに設置された会議体（WG, IG, CG等）での対応を続ける他、ブラウザ
関係者、外国メディアなど今後の展開において重要となる相手方とは個別の
協議を持ち、標準化に向けた具体的な取組を引き続き強化する。
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国際標準化に向けた取り組み
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OPの目標は何か。「何が真実か」を決めるガバナンスを
目指しているならば、それはディストピアではないか。

拡張機能で表示される認証情報を、ユーザーは
どのように確認し、解釈するのか

何を検証しているのか？ コンテンツなのか、
報道機関などの発信者なのか。

国際標準化に向けた取り組み
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国際標準化に向けた取り組み
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Internet Identity Workshop への参加

• アメリカ、マウンテンビューのコンピュータ歴史博物館で行われた、第39回
Internet Identity Workshopにて、OPについて紹介。ミーティングは全て
アンカンファレンス形式。

• IIWは、Identityに関係するアイディアを議論する会議の一つである。標準
化に向けて議論を呼びかける場のひとつ。
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国際標準化に向けた取り組み
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Internet Engineering Task Force （IETF） への参加

• アイルランド、ダブリンで開催された IETF 121に参加。サイドミーティン
グと、それに先行するHot RFC（ライトニングトーク）にてOPについて紹介

• HotRFCでは、4分間のプレゼンテーションを行い、50人程度の参加者が
聴講

• サイドミーティングでは約20人が参加、フィードバックとコンタクトが
あり、今後連絡を取りながら議論を進める
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メディア業界や広告業界の枠を超えて推進していく

20

大 学 慶應義塾大学サイバー文明研究センター
メディア 秋田魁新報社、朝日新聞社、愛媛新聞社、河北新報社、京都新聞社、

高知新聞社、神戸新聞社、佐賀新聞社、産経新聞社、山陽新聞社、静
岡新聞社、信濃毎日新聞社、The Japan Times、中国新聞社、中日新
聞社、新潟日報社、日本経済新聞社、News Corp、福島民友新聞社、
北海道新聞社、北國新聞社、毎日新聞社、宮崎日日新聞社、読売新聞
東京本社
TBSテレビ、日本テレビ放送網、日本放送協会、フジテレビジョン
小学館、magaport

通信社 共同通信社、時事通信社
広告会社 ADKマーケティング・ソリューションズ、電通、博報堂DYメディア

パートナーズ
アドテク SEARCHLIGHT（アドベリ）、fluct（SSP）、Momentum（アドベ

リ）
プラットフォーマー／アグリゲーター スマートニュース、LINEヤフー
技術･通信 WebDINO Japan（ブラウザ技術開発）、電通総研、日本電信電話、

ビデオリサーチ
印刷･技術 大日本印刷

2024年10月現在

メディ
ア大学

広告会
社広告主

アドテ
ク

通信

業界団
体

行政
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開発会議

想定スケジュール
■2023年3月まで 「プロトタイプ開発・CIP設立期」

■2024年3月期 「OP開発推進期」
・広告取引活用の検討･PoC、運用型広告連携実験（デジタル庁：TrustedWebユースケース事業受託）
・コンテンツ流通活用の検討･PoC、試験実装、CMS向けリファレンス実装
・W3C（World Wide Web Consortium）加入

■2025年3月期 「実装運用開始期」
・OPを利用した被災地におけるインターネット上の偽情報・誤情報対策実験

(総務省：インターネット上の偽・誤情報対策技術の開発・実証事業受託）
・実験・開発の拡大、一部試験運用開始
・標準化の働きかけを本格化

■2025年4月以降 「普及推進期」
・国際的な普及推進
・Chrome、Safariなどブラウザへの標準搭載推進
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